
特別養護老人ホーム土浦晴山苑

土浦市田村町2321-5

1　本年度特別養護老人ホーム土浦晴山苑の基本方針

２　職員体制

運転手・他 3 名

合　　計 49 名 35 名

1 名

通所介護事業所

管理者（施設長兼務） 1 名（施設長兼務）

理学療法士

生活相談員 2 名（1 名介護職兼務）

令和８年度　事業計画

施設名

所在地

事務職員 2 名

看護職員

① 施設経営の安定化を図るため、全職員が一丸となって稼働目標の達成、経費削減、加算取得に取組み、事業収入

の増加に取り組む。

② 対応困難な地域ニーズを積極的に把握し、地域の関係機関との連携や役割分担を図りながら、新たな地域ニーズ

に対して積極的に対応する。

③ 多職種間の緊密な連携、情報共有の円滑化を図り、ご利用者の心身の健康保持と自立支援に努める。

④ 第9期介護保険事業計画の最終年となる本年度は、基本指針の一つである介護人材の確保及び介護現場の生産性

の向上に向けた取組みをより深化、推進する。

事　業　所 職　　　　種 常　　　　勤 非　　常　　勤

4 名 1 名

理学療法士 1 名

事務次長

所　　管　　事　　業

事　業　名

定員 休業日

入所事業 70名 無

管　理　者 施設長 1 名

1 名

特別養護老人ホーム

(短期入所事業含む)

ケアワーカー長

洗濯職員 2 名

管理栄養士 1 名

運転手・厨房職員・他

介護職員 14 名

2名 14 名

短期入所事業 20名 無

通所事業 30名 毎週日曜日

生活相談員 1 名

介護支援専門員 1 名

28 名

看護職員 2 名（短期入所兼務）

介護職員 5 名



３-1　事業名

入所事業 / 短期入所事業 入所 70名 / 短期 20名

　【本事業のミッション】

　【令和8度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

PAS更新工事（地絡継電器付高圧気中負荷開閉器） 令和8年度 770

◆利用者支援サービスの充実

◎ご利用者が当施設で生活維持可能なものとするため、個々の疾患や心身の状況を的確かつ早期に捉え、ご家

族や関係医療機関との連携を円滑に努める。

◎直営給食のメリットを活かし、ご利用者の状態に合わせた給食の提供を行い、満足度向上を図る。

◎看取り体制の整備と看取り介護の促進に向けた取組みを進める。

◆コンプライアンス計画

◎コンプライアンス遵守が施設運営の前提であることを念頭に置き、継続した法令研修を行う。

◎業務を遂行する上で必要な情報は、法人の個人情報管理規程をはじめとする関係規程を遵守し、個人情報の

適切な利用と保護に努める。

◆人材育成と職場環境の整備

◎資格取得を希望する職員に対し、資格取得するための研修等を受けられる環境を整えるとともに資格取得支

援規程に基づいた受験費用の補助により個人のキャリアアップ支援として人材育成を図る。

◎プロジェクトチーム内で情報の共有に努め、労働時間の適正化や作業方法の改善のポイントなど話し合い、

働きやすい環境整備を作る。

◎目標稼働率の必達・経費削減

　・新規開拓営業ーこれまで取引実績のない当施設の近隣地域に事務所を置く居宅介護支援事業所へ新規

　　開拓営業を行う。広報文書を配布し当苑の強みを伝える。

　・情報発進ー当施設におけるホームページの適宜更新及びSNSの情報発信を通じ、ご利用者、ご家族、

　　地域、他事業所へ当施設の認知度を高める。

　・給食業務の委託から直営への変更ー新たなクックチル方式での持続可能な給食運営を行い、安心安全

　　な食の提供、給食費関連の経費削減を行う。

整備内容 整備時期 金額（千円）

◆財務基盤強化への取組

入　　所

◎直面する厳しい経営環境を乗り越え、持続的な経営の安定化。

◎給食業務の直営化を通じた柔軟な食事の提供、コストカットの取組み。

◎施設内に各主任クラスを中心としたプロジェクトチームを立ち上げ、組織運営の課題解決を図る。

定員

97.5% 90.9% 92.3% 95.8%

短期入所 72.5% 64.8% 65.4% 75.0%

◆目標利用率

令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度見込 令和8年度目標

    令和８年度事業計画

　社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ適正に行うため、自主的にその経営

基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明性を確保する。



3-2　事業名

通所介護事業

　【本事業のミッション】

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度の実施計画はありません。

　当デイサービスの利用により、ご利用者の心身の維持・向上を図るとともにご家族の介護負担軽減の役割を

担う。また、日常生活援助に留まらず、豊富なレクリエーションプログラムを取り入れ、趣味や趣向に沿いな

がら個人を尊重した生き甲斐の場を提供する。

　当デイサービスの活動内容や次月のサービス予定等を記載した広報文書をケアマネージャーや居宅介護支援

事業所に毎月配布を行い、直接的にサービスの特徴や魅力を伝え、利用者の新規獲得につなげる。

　また、利用曜日の利用人数の均等化を図り、出来る限り多くのご利用者にサービスを提供する機会を作ると

ともに中重度の要介護者を積極的に受け入れる体制を整える。

◆目標利用率

令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度見込 令和8年度目標

    令和８年度事業計画

定員 30名

　ご家族以外と交流する機会を持てるデイサービスのメリットを活かし、他のご利用者や当デイサービス介護

スタッフとの対話や交流するための様々なレクリエーションプログラムを用意する。

　デイサービス利用により、ご利用者間の友情を深め、また、レクリエーションへの参加を通じ、社会的な交

流の促進及び身体的健康の維持に繋げるとともに主介護者であるご家族の介護負担の軽減を図り、双方のサ

ポート体制を築く。

◆コンプライアンス計画

◎コンプライアンス遵守が施設運営の前提であることを念頭に置き、継続した法令研修を行う。

◎業務を遂行する上で必要な情報は、法人の個人情報管理規程をはじめとする関係規程を遵守し、個人情報の

適切な利用と保護に努める。

◆人材育成と職場環境の整備

◎仕事をしながら資格取得を希望する職員に対し、資格取得するための研修等を受けられる環境を整えるとと

もに資格取得支援規程に基づいた受験費用の補助により個人のキャリアアップ支援として人材育成を図る。

◎プロジェクトチーム内で情報の共有に努め、労働時間の適正化や作業方法の改善のポイントなど話し合い、

働きやすい環境整備を作る。

◆財務基盤強化への取組

◎地域のケアマネージャーに選んでもらえるデイサービスとするため、定期的な営業を通じ、担当するご利用

者の傾向を伺い、地域ニーズの把握に努める。

◎収入増が見込まれる平均介護度の高いご利用者の積極的な受け入れ及びご利用中のご利用者の平均介護度が

上がった場合の継続可能な利用調整を行う。

◎施設内に各主任クラスを中心としたプロジェクトチームを立ち上げ、組織運営の課題解決を図る。

通所介護 78.0% 80.7% 86.9% 86.7%

◆利用者支援サービスの充実


